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新
春
あ
い
さ
つ

一
宮
町
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
今
年
は
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
開
催
の
年
で
す
。
７
月
２６
日
か
ら
８
月

２
日
ま
で
の
間
、
一
宮
町
の
釣
ヶ
崎
海
岸

で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

か
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
は
じ
め
て
の

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
宮

町
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
大
会
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
入
場
券
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
お
買
い
求
め
頂
き
ま
す
が
、
小
・
中
学

生
の
皆
さ
ん
に
は
、
県
の
支
援
を
受
け
、

町
で
全
員
の
方
に
入
場
の
機
会
を
確
保
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
町
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
が
行
わ
れ
る
期
間
、
役

場
の
周
辺
で
、
近
隣
自
治
体
の
お
力
も
借

り
な
が
ら
、
地
元
の
魅
力
を
披
露
す
る
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
本

体
、
そ
し
て
町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
、

幅
広
い
皆
様
の
ご
参
加
・
ご
来
場
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
は
、
日
本
中
・

世
界
中
か
ら
大
勢
の
方
が
お
こ
し
に
な
り

ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
差

し
上
げ
る
局
面
も
あ
ろ
う
か
と
は
存
じ
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
、
地
域
の
力
を
示
す
よ
い

機
会
と
捉
え
て
頂
き
、
最
大
限
の
笑
顔
で

お
迎
え
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
先
立
ち
、
７
月
２
日

に
は
、
聖
火
リ
レ
ー
も
釣
ヶ
崎
に
や
っ
て

き
ま
す
。
一
宮
町
の
方
も
ラ
ン
ナ
ー
に
選

「
関
係
人
口
」を
増
や
し
ま
す
。

数
年
来
、
全
国
的
に
災
害
が
頻
発
し
て

い
ま
す
。
町
の
防
災
体
制
は
ま
だ
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
重
点
施
策
と

し
て
実
際
的
な
防
災
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
ハ
ー
ド
整
備
と
し
て
は
、

一
宮
川
に
面
し
て
、
主
と
し
て
西
部
地
区

か
ら
流
れ
て
く
る
内
水
を
川
に
排
出
す
る

中
央
ポ
ン
プ
場
が
、
２
０
１
１
年
の
津
波

以
来
、
急
速
に
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
か
ら
改
修
工

事
に
は
い
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
は
大
量

の
資
金
と
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
今

後
数
年
間
の
町
の
最
大
の
取
り
組
み
と
な

り
ま
す
。
慎
重
か
つ
的
確
に
遂
行
し
、
住

民
の
皆
様
の
お
暮
ら
し
を
守
り
ま
す
。

子
供
さ
ん
方
を
お
育
て
頂
く
環
境
の
改

善
で
す
が
、
い
ち
の
み
や
保
育
所
は
、
０

歳
児
の
保
育
の
拡
充
に
と
も
な
い
、
手
狭

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
増
築
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
３
月
に
完
成
、
４
月
か
ら
稼

動
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、小
学
校
で
は
、

今
年
か
ら
学
習
指
導
要
領
が
変
わ
り
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
い
わ
ゆ
る
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
が
本
格

的
に
導
入
さ
れ
ま
す
。
一
宮
町
で
は
、
数

年
来
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
を
確
保
し
、
学
習
成
果
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

最
後
に
、
一
宮
町
の
皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

ば
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
、
皆
様
の
応
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
到
来
に
よ
り
は
じ
め
て

可
能
と
な
っ
た
、
上
総
一
ノ
宮
駅
東
口
の

開
設
で
す
が
、
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

工
事
は
順
調
に
進
行
し
、
６
月
に
は
竣
工

の
予
定
で
す
。
３０
年
来
の
町
の
課
題
を
、

つ
い
に
解
決
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
完

成
後
は
、
ど
う
ぞ
存
分
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。ま

た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
り
、
一
宮

町
の
知
名
度
は
、
大
い
に
上
が
り
ま
す
。

日
本
全
国
・
世
界
各
地
か
ら
集
ま
る
当
町

へ
の
注
目
を
、
一
過
性
の
も
の
に
し
な
い

た
め
、
町
の
情
報
の
収
集
・
整
理
・
発
信

を
日
本
語
・
外
国
語
で
効
果
的
に
行
い
、

一宮町長

馬 淵 昌 也
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新
春
あ
い
さ
つ

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ

と
と
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
の
11
月
か
ら
一
宮
町
議
会
は

議
員
定
数
を
2
名
削
減
し
た
、
14
名
で
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
、
1
年
が
経
過
し
ま
し

た
。議

会
の
委
員
会
と
し
て
は
、
円
滑
な
議

会
運
営
を
行
う
た
め
の
議
会
運
営
委
員

会
、
町
の
行
う
事
務
を
専
門
的
に
調
査
・

審
査
す
る
常
任
委
員
会
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
総
務
常
任
委
員
会
、
厚
生
文
教
常
任
委

員
会
、
経
済
常
任
委
員
会
、
議
会
の
広
報

誌『
議
会
だ
よ
り
』の
編
集
を
行
う
議
会

報
編
集
委
員
会
、
特
別
に
審
議
が
必
要
な

案
件
が
あ
る
場
合
に
そ
の
都
度
、
議
会
の

議
決
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
る
特
別
委
員

会
、
例
え
ば
、
予
算
の
執
行
が
効
率
的
か

つ
有
効
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
を
審
査

す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
な
ど
様
々
あ

り
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
重
複
も
含
め
委
員
と

し
て
あ
た
り
ま
す
。

議
員
は
2
名
減
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
や
考
え
方
か
ら
、
活
発
な
議
論

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

直
近
の
議
会
で
あ
り
ま
す
昨
年
の
12
月

壊
、
農
業
施
設
、
農
産
物
及
び
長
時
間
の

停
電
等
、
町
民
の
生
活
や
産
業
に
多
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

議
会
で
も
町
民
を
如
何
に
災
害
か
ら
守

る
か
、
特
に
避
難
活
動
に
つ
い
て
の
議
論

が
多
く
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
我
が
町
で
い
よ
い
よ
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
サ
ー
フ
ィ
ン
競
技
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
競
技
が
盛
り
上
が
り『
一
宮

町
』の
名
が
全
世
界
に
知
ら
れ
、
念
願
の

上
総
一
ノ
宮
駅
東
口
開
設
と
併
せ
て
、
町

の
活
性
化
に
繋
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
の
年
頭
の
ご
挨
拶
に
も

述
べ
ま
し
た
が
神
門
踏
切
の
拡
幅
、
駅
東

口
広
場
等
の
上
総
一
ノ
宮
駅
周
辺
の
整
備

並
び
に
津
波
発
生
時
の
避
難
路
と
し
て

有
効
と
な
る
べ
き
東
西
方
向
の
道
路
、
地

域
高
規
格
道
路
茂
原
一
宮
道
路（
長
生
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
）、県
道
南
総
一
宮
線（
一

宮
バ
イ
パ
ス
）の
国
道
１
２
８
号
へ
の
接

続
等
々
の
道
路
整
備
は
町
の
発
展
並
び
に

町
民
の
安
全
確
保
に
有
効
と
考
え
、
引
き

続
き
町
と
協
議
し
な
が
ら
早
期
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
と
し
て
一
宮
町
議
会
が
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
す
る
こ
と

を
お
誓
い
す
る
と
共
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

定
例
議
会
に
お
い
て
は
、
議
長
を
除
く
13

名
の
議
員
の
内
10
名
が
一
般
質
問
を
行

い
、
町
政
の
方
針
な
ど
の
説
明
を
求
め
ま

し
た
。

引
き
続
き
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担

う
議
会
が
行
政
運
営
の
監
視
機
能
を
発
揮

す
る
と
共
に
、
町
の
課
題
解
決
に
向
け
て

議
論
を
尽
く
し
、
活
発
な
議
会
活
動
が
展

開
さ
れ
る
様
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新

天
皇
が
即
位
さ
れ
、
新
元
号
が
施
行
さ
れ

た
め
で
た
い
年
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
最

大
級
の
勢
力
の
台
風
及
び
豪
雨
が
千
葉

県
を
襲
い
、
我
が
一
宮
町
に
も
家
屋
の
損

一宮町議会 議長

小 安 博 之
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観
光
協
会
主
催
に
よ
る「
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
９
」の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

①
観
光
協
会
長
賞

�

一
宮
町　
　
渡
部　
明
美
さ
ん

②
町
長
賞　
茂
原
市�
中
村　
裕
隆
さ
ん

③
特
　
選　
一
宮
町�
野
村　
秀
夫
さ
ん

④
特
別
賞　
成
田
市�

渡
辺　
幸
代
さ
ん

⑤
入
　
選　
茂
原
市�

中
村　
　
進
さ
ん

⑥
入
　
選　
長
生
村�

青
山　
久
雄
さ
ん

⑦
入
　
選　
横
芝
光
町�

福
山　
英
幸
さ
ん

観
光
協
会
で
は
、
引
き
続
き「
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
０
」を
開
催
し
ま
す
。

町
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
れ
ば
ど
ん

な
写
真
で
も
応
募
可
能
で
す
の
で
、
タ
イ

ト
ル
を
つ
け
て
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、
一
宮
町
観
光
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
観
光
協
会
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

一
宮
町
観
光
協
会（
産
業
観
光
課
内
）

�

☎（
４２
）１
４
２
５

フォトコンテスト入賞作品のご紹介

①観光協会長賞「命託して」

③特選「フィナーレ」 ⑤入選「初日の出」

⑥入選「咲いたね　うれしいなぁ」⑦入選「あなたの願いが叶いますように」

②町長賞「次も勝ちたい」 ④特別賞「祭りだ ワッショイ」
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千
葉
県
は
海
に
面
し
て
い
る
地
域
が

多
く
、
県
内
各
地
に
多
く
の
貝
塚
が
あ
り

ま
す
。
千
葉
市
の
加
曾
利
貝
塚
は
平
成
29

年（
２
０
１
７
）に
国
の
特
別
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
袖
ヶ
浦
市

の
山さ

ん
や野
貝
塚
が
、平
成
29
年（
２
０
１
７
）

に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
貝
塚

は
千
葉
県
の
縄
文
時
代
を
語
る
上
で
は
か

か
せ
な
い
も
の
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
教
育
委
員
会　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎(

42)

１
４
１
６

貝
殻
塚
貝
塚
は
現
在
の
一
宮
中
学
校
か

ら
み
て
北
西
付
近
に
あ
る
貝
塚
で
、
丘
陵

の
突
端
に
位
置
し
て
い
ま
す
。「
貝
殻
塚
」

と
い
う
小
字
が
残
っ
て
い
る
通
り
、
古
く

か
ら
こ
の
一
帯
が
貝
塚
で
あ
る
と
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
昭
和
53

年（
１
９
７
８
）に
町
の
指
定
史
跡
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
現
状
、
貝
塚
の
様
子
を
目

視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

昭
和
12
年（
１
９
３
７
）に
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
海
抜
約
10
ｍ
の
緩
斜
面
に
厚

さ
約
20
〜
30
ｃ
ｍ
の
貝
塚
が
形
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
年
代
は
約
４
，
０
０
０
年
前

の
縄
文
時
代
前
半
と
推
定
さ
れ
、
磨
製
石

斧
、石
皿
、土
偶
、骨
製
品
、貝
輪
に
加
え
、

釣
り
針
な
ど
の
漁
労
用
具
も
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ハ
マ
グ
リ
や
ダ
ン

ベ
イ
キ
サ
ゴ（
ナ
ガ
ラ
ミ
）、
ク
ロ
ダ
イ
、

マ
グ
ロ
、フ
グ
、ク
ジ
ラ
、サ
メ
、カ
メ
の

骨
格
片
、岩
礁
に
つ
く
ア
ワ
ビ
、サ
ザ
エ
、

コ
ダ
マ
ガ
イ
な
ど
も
見
ら
れ
、
出
土
し
た

魚
介
類
か
ら
外
洋
性
貝
塚
の
特
色
が
見
ら

れ
ま
す
。

写
真
は
こ
の
発
掘
調
査
時
に
見
つ
か
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
貝
殻
塚
貝

塚
か
ら
出
土
し
た
も
の
だ
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

い
よ
い
よ
今
年
は
一
宮
町
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
や
っ
て
き
ま
す
。
７
月
26
日
か
ら
８
月

２
日
の
間
、
釣
ヶ
崎
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
４
日
分
の
サ
ー

フ
ィ
ン
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

皆
様
ご
存
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
こ

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
へ
は
、
チ
ケ
ッ
ト

が
な
い
と
入
場
で
き
ま
せ
ん
。
一
時
は
、
ほ

か
の
世
界
大
会
と
同
じ
よ
う
に
、
無
料
で
ど

な
た
で
も
観
戦
で
き
る
形
も
検
討
さ
れ
た
そ

う
で
す
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
な
ど
も

あ
り
、閉
鎖
型
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
入
場
す
る
に
は
、
チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
チ

ケ
ッ
ト
は
人
気
が
あ
り
、
抽
選
で
の
販
売
と

い
う
形
の
中
で
、
入
手
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
役
場
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
は
ず

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
わ
た
く
し
ど
も
は
、
次
の
時
代

を
担
う
、
小
学
校
・
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
だ

け
で
も
、
会
場
で
、
じ
か
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
雰
囲
気
を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
、
千
葉
県
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
と
協
議
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
嬉
し
い
こ

と
に
、
約
１
，
０
０
０
名
に
上
る
、
令
和
２

年
度
に
町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
に
在
籍
す

る
方
々
全
員
分
の
チ
ケ
ッ
ト
を
、
一
宮
町
の

た
め
に
確
保
し
て
頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
！こ

の
チ
ケ
ッ
ト
は
、
県
と
町
と
で
購
入
す

る
の
で
す
が
、
町
の
分
に
つ
い
て
は
、
先
般

の
12
月
議
会
に
お
は
か
り
を
し
て
、
趣
旨
に

つ
い
て
お
認
め
頂
き
ま
し
た
。
今
後
、
本
予

算
を
計
上
し
て
、ご
審
議
頂
く
予
定
で
す
。

実
際
に
会
場
に
入
る
際
は
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
大
人
が
引
率
す
る
形
に
な
ろ
う
と
思
い

ま
す
が
、
色
々
と
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
暑
い
時
期
で
す

の
で
、
熱
中
症
の
予
防
に
細
心
の
注
意
を
払

わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
場
の

日
取
り
は
様
々
で
す
の
で
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を

観
戦
で
き
る
か
否
か
は
、
運
次
第
と
な
り
ま

す
。
集
合
地
を
ど
う
す
る
か
、
会
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
方
法
は
ど
う
す
る
か
、
な
ど
、
ク
リ

ア
ー
し
な
く
て
は
い
け
な
い
課
題
が
あ
り
ま

す
の
で
、現
在
協
議
中
で
す
。

わ
た
く
し
は
、
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
と
き
、
小
学
２
年
生
で
し
た
。

テ
レ
ビ
で
し
か
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
い
ま
だ
に
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
一
宮
町

の
小
中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
じ
か
に
体
験
し

て
頂
け
ま
す
。
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
！

一宮町長
馬淵 昌也

▲貝殻塚貝塚出土の貝類と伝わる。
（一宮町教育委員会所蔵）

No.43

一
宮
町
の
歴
史
特
集

　「
一
宮
町
の
文
化
財
⑰
」

�

貝か
い
が
ら
づ
か
か
い
づ
か

殻
塚
貝
塚
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１１
月
１４
日
に
千
葉
市
の
千
葉
県
文
化
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
第
６９
回
千
葉

県
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
民
生
委
員

児
童
委
員
と
し
て
長
年
に
渡
り
地
域
福
祉

に
貢
献
し
た
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
一
宮

町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
の

渡
邉
年
子
さ
ん
が
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

等
千
葉
県
知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
民
生
委
員
児
童
委
員
と

し
て
長
年
に
渡
り
地
域
福
祉
に
貢
献
し
た

功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
一
宮
町
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
会
長
の
三
枝
貫
治
さ
ん

が
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長

表
彰
永
年
勤
続
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】福
祉
健
康
課

�

☎（
４２
）１
４
３
１

１１
月
２１
日
に
千
葉
県
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
た
第
６３
回
千
葉
県
更
生
保
護
大
会
に

お
い
て
、
更
生
保
護
活
動
の
功
績
が
た
た

え
ら
れ
、
篠
瀨
光
代
さ
ん
が
関
東
地
方
更

生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】福
祉
健
康
課

�

☎（
４２
）１
４
３
１

一
宮
い
っ
ち
ゃ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
販
売
し
ま
す
。

■
販
売
開
始
日　
２
月
３
日（
月
）

■
価
格　
１
，
０
０
０
円

■
数
量　
限
定
１
，
０
０
０
体（
先
着
順
）

■
大
き
さ
　
高
さ
約
12
セ
ン
チ

■
販
売
場
所　
秘
書
広
報
課（
役
場
３
階
）

※
２
月
３
日（
月
）か
ら
７
日（
金
）ま
で
は
役
場
１
階
特
設
会
場
で
販

売
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】秘
書
広
報
課�

☎（
４２
）２
１
７
５

一宮いっちゃんのぬいぐるみ販売！

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰
を
受
賞

▲　表彰された篠瀨さん

▲　右から、三枝会長、渡邉副会長

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

千
葉
県
知
事
表
彰
、
全
国
民

児
協
会
会
長
表
彰
を
受
賞
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令
和
３
年
度
か
ら
の
次
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
２

種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。

１
月
中
旬
頃
に
対
象
者
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。
回
答
を
記
入

し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
い
た
だ

く
か
、
ご
契
約
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】福
祉
健
康
課

�

☎(

４２)

１
４
３
１

１１
月
１２
日
、
茂
原
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
様
か
ら
防
犯
ベ
ス
ト
と
横
断
旗
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
感
謝
し
、
児
童
の
安
心
安
全

な
登
下
校
の
見
守
り
に
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課　
☎(

42)

４
５
７
４

今
年
８
月
１３
日（
木
）か
ら
２５
日（
火
）

ま
で「
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
」が
行
わ
れ
、
千
葉
県
内
で

は
、
８
月
１９
日（
水
）に
採
火
・
集
火
式
、

聖
火
リ
レ
ー
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

各
市
町
村
が
独
自
の
方
法
で
火
を
起
こ

し
、
市
原
市
内
に
て
一
つ
に
集
め「
千
葉

県
の
聖
火
」と
し
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
が
行
わ
れ
る
千
葉
市
内
で
聖
火
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
た
の
ち
、
開
催
都
市
・
東
京
都

へ
と
聖
火
を
送
り
出
し
ま
す
。

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
が
募
集
す
る
ほ
か
、
県
で
も
２９

人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

２
月
１５
日（
土
）ま
で
消

印
有
効

■
募
集
人
数　
２９
人

■
応
募
方
法

千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
応
募
フ
ォ
ー

ム
、
ま
た
は
県
庁
２
階
県
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
各
地
域
振
興
事
務
所
、
市
町
村

役
場
な
ど
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
て
特
定
記
録
で
郵
送

■
応
募
先

〒
２
６
２
‐
８
６
９
１

千
葉
市
花
見
川
郵
便
局
私
書
箱
１０
号

千
葉
県
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
応
募
事
務
局

■
応
募
条
件

・
平
成
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

・
千
葉
県
に
ゆ
か
り
が
あ
る
方（
現
時
点

ま
た
は
居
住
し
て
い
た
、
通
勤
や
通
学

し
て
い
る
、
家
族
や
親
戚
が
居
住
し
て

い
る
、
過
去
に
活
動
し
た
こ
と
が
あ
る

方
な
ど
）

・
障
が
い
の
有
無
、
国
籍
、
性
別
は
問
い

ま
せ
ん

千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https

：//w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/

o
rip
ara/seika/p

aralym
p
ic-

torchbearer.htm
l
■
そ
の
他

詳
し
く
は
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】千
葉
県
環
境
生
活
部

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進

局
開
催
準
備
課

☎
０
４
３（
２
２
３
）３
４
８
８

５
月
２５
日
任
期
満
了
に
伴
う
一
宮
町
長

選
挙
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
告
示
日

５
月
１２
日（
火
）

■
期
日
前
投
票
日

５
月
１３
日（
水
）か
ら
１６
日（
土
）

■
投
票
日

５
月
１７
日（
日
）

【
問
合
せ
】選
挙
管
理
委
員
会

�

☎（
４２
）２
１
１
２

東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集
中
！

町
長
選
挙
の
お
知
ら
せ

防
犯
ベ
ス
ト
等
の
寄
贈
に
つ
い
て

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

在宅介護実態調査 介護予防・
日常生活圏域ニーズ調査

○
要
介
護(

支
援)

認
定
を
受
け
、

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
全
員
を
対
象

※
施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は

対
象
外
で
す
。

○
ご
家
庭
で
の
介
護
の
状
況
に

つ
い
て
20
問
程
度
お
伺
い
し

ま
す
。

○
要
介
護
認
定(

要
介
護
１
〜

５)

を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以

上
の
方
の
う
ち
無
作
為
で
抽

出
さ
れ
た
１
，
０
０
０
人
を

対
象

○
ご
本
人
、
ご
家
族
の
介
護
保

険
に
関
連
す
る
普
段
の
暮
ら

し
に
つ
い
て
60
問
程
度
お
伺

い
し
ま
す
。
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田 中 清 治 三 枝 貫 治 川 﨑 栄 司 峰 島 重 昭 鵜 澤 敏 行
☎（42）4918 ☎（42）5132 ☎（42）7842 ☎（42）2084 ☎（42）2576

矢畑区・稲荷塚区・原区 岩切区・新熊区 権現前区・大村区 枇杷畑区 綱田区

伊 丹 泰 男 白 石 房 子 土 屋 ひ ろ み 土 屋 昌 子
☎（42）2385 ☎（42）3938 ☎（42）4752 ☎（42）4561

10 区 9区の１・9区の２ ３区・４区 １区・２区

御 園 生　 利 次 渡 邉 年 子 片 岡 　 　 誠 鶴 岡 昭 治
☎（42）2181 ☎（42）5959 ☎（42）4385 ☎（42）5033

15 区 13区・14区 12区 11区

田 中 　 登 伊 藤　 誠 一 郎 根 本 啓 三 土 屋 　 進
☎（42）4751 ☎（42）3035 ☎（42）7975 ☎（36）2555
船頭給区 新地区 17区の２ 17区の１

高 山　 美 代 子 柴 田 美 幸 三 上 秋 子 髙 梨 ま ゆ み
☎（42）4840 ☎（42）4833 ☎（42）6635 ☎（42）4956

東浪見地区主任児童委員 一宮地区主任児童委員 新浜区 宮原区

皆
さ
ん
の
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
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相
談
が
あ
る
場
合
は
、
内
容
に
応
じ
て
近

隣
の
委
員
の
紹
介
や
、
適
切
な
機
関
へ
の

紹
介
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
欠
員
と
な
っ

て
い
る
地
区
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。１１

月
３０
日
を
も
っ
て
、
１２
人
の
民
生
委

員
児
童
委
員
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し

た
。常

に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
地
域
の
福

祉
増
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

福
祉
健
康
課�
☎（
４２
）１
４
３
１

・
見
守
り
活
動

・
介
護
の
相
談

・
声
か
け
、安
否
確
認

・
虐
待
の
発
見
、通
告

・
福
祉
情
報
の
提
供

・
福
祉
ニ
ー
ズ
の
調
査
、実
態
把
握

○
子
ど
も
に
関
す
る
こ
と

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
地
域

全
体
で
見
守
っ
て
い
く
よ
う
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

・
子
育
て
の
仲
間
づ
く
り

・
い
じ
め
防
止

・
虐
待
の
発
見
、通
告

・
妊
娠
中
の
心
配
ご
と

・
親
子
関
係

・
不
登
校

・
非
行

○
生
活
全
般
に
関
す
る
こ
と

自
然
災
害
や
悪
質
商
法
被
害
な
ど
か
ら

地
域
住
民
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
説
明

こ
の
ほ
か
、「
敬
老
の
つ
ど
い
」や「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」な
ど
の
各
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
活
動
や
、
定
例
会
で
の
情
報
交

換
・
事
例
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

※
現
在
、
釣
区
、
５
区
・
６
区
、
７
区

の
１
・
７
区
の
２
、
８
区
の
１
・
８
区
の

２
、
１６
区
、
海
岸
区
で
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
個
別
の

福
祉
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
相
手
で

す
。厚

生
労
働
大
臣
か
ら
３
年
間
の
任
期
で

委
嘱
を
受
け
、
１２
月
１
日
か
ら
新
し
い
体

制
で
活
動
し
ま
す
。

委
員
一
人
ひ
と
り
に
は
活
動
す
る
区
域

が
定
め
ら
れ
て
い
て
、
個
人
の
人
格
を
尊

重
し
、
秘
密
を
守
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
報
酬
は
？
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
地
域
の

社
会
福
祉
に
関
わ
る
相
談
に
応
じ
、
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
、
県
・
町
か
ら

の
活
動
費
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

「
ど
ん
な
相
談
に
の
っ
て
も
ら
え
る
の
？
」

町
に
ど
ん
な
福
祉
制
度
や
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
紹
介
し
、
皆
さ
ん

が
か
か
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の

立
場
で
、親
身
に
相
談
に
の
り
ま
す
。

ま
た
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の「
つ
な
ぎ
役
」

に
な
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〇
高
齢
者
等
に
関
す
る
こ
と

地
域
の
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
い
き
い

き
元
気
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
応
援

し
て
い
ま
す
。

・
高
齢
者
世
帯
へ
の
訪
問

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方
で
も
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
で
、
申
請
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
方
は

確
定
申
告
時
に
障
害
者（
特
別
障
害
者
）

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
申
告
の
対
象

と
な
る
年
の
12
月
31
日
の
お
身
体
の
状
態

で
判
定
し
ま
す
。）

①
65
歳
以
上
の
精
神
又
は
身
体
に
障
が
い

の
あ
る
方
で
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
や
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方
。

②
介
護
認
定
時
の
身
体
の
障
が
い
・
認
知

症
の
状
態
が
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る

方
。

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
福
祉
健

康
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】福
祉
健
康
課

�

☎(

４２)

１
４
３
１

「
民
生
委
員
児
童
委
員
・
主
任

児
童
委
員
」
っ
て
ど
ん
な
人
？

長い間ありがとうございました

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

を
交
付
し
ま
す
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廃
棄
す
る
図
書
や
不
要
に
な
っ
た
図
書

を
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。
お

持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

■
と
き　
２
月
１０
日（
月
）か
ら
２１
日（
金
）

　
月
・
祝
日

　
　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時

　
火
〜
土
曜
日

　
　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
９
時

　
※
１６
日（
日
）は
公
民
館
休
館
で
す
。

■
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）１
４
１
６

健
康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
、
4
月
１
日

か
ら
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
、
多
数
の
人

が
利
用
す
る
施
設
は
原
則
屋
内
禁
煙
と
な

り
ま
す
。（
一
部
の
施
設
は
令
和
元
年
７

月
１
日
か
ら
適
用
）

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】福
祉
健
康
課

�

☎（
４0
）１
０
５
５

【
問
合
せ
】

�

都
市
環
境
課　
☎（
４２
）１
４
３
０

　
町
で
は
、パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
啓
発
看

板
の
設
置
、警
察
へ
の
協
力
依
頼
等
の
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、私
有
地
に
捨
て
ら
れ

た
不
法
投
棄
物
は
回
収
で
き
な
い
た
め
、投

棄
し
た
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
土
地
の

所
有
者（
管
理
者
）が
自
ら
処
分
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
は
そ
の
行
為
者
が
悪
い
と
い
う

こ
と
は
当
然
で
す
が
、周
囲
に
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
し
た
り
小
ま
め
に
草
刈
り
を
行
っ
た
り

し
て
、所
有
地
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が

有
効
な
防
止
対
策
と
な
り
ま
す
。一
度
不
法

投
棄
が
あ
っ
た
場
所
に
は
繰
り
返
し
投
棄
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
た
め
、「
捨

て
さ
せ
な
い
」た
め
に
も
日
頃
か
ら
自
己
防

衛
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
集
積
所
へ
の
不
法
投
棄

　
決
め
ら
れ
た
集
積
所
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
場

合
で
も
、指
定
の
袋
に
入
れ
て
い
な
か
っ
た

り
、収
集
日
が
違
う
ゴ
ミ
を
投
棄
し
た
り
す

る
こ
と
も
、不
法
投
棄
と
な
り
ま
す
。

ゴ
ミ
集
積
所
は
住
民
の
生
活
環
境
を
良

好
に
保
つ
た
め
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
あ

り
、日
々
の
管
理
や
清
掃
は
、そ
の
集
積
所

を
使
用
す
る
利
用
者
の
方
々
の
相
互
協
力
に

よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。ゴ
ミ
を
捨
て
る
際

は
、「
ゴ
ミ
と
資
源
の
分
け
方
・
出
し
方
」を

参
考
に
し
、必
ず
ル
ー
ル
を
守
っ
て
利
用
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ゴ
ミ
と
資
源
の
分
け
方
・
出
し
方
」は
、

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、役
場
２
階

の
都
市
環
境
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
不
法
投
棄
の
現
状

不
法
投
棄
と
は
、廃
棄
物
を
適
正
に
処
理

せ
ず
、み
だ
り
に
道
路
や
空
き
地（
自
身
の

敷
地
を
含
む
）な
ど
に
捨
て
る
行
為
を
指
し

ま
す
。こ
れ
に
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
等
の
粗

大
ゴ
ミ
に
限
ら
ず
、空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
も
含
ま
れ
ま
す
。

町
内
で
も
公
用
地
・
私
有
地
を
問
わ
ず
人

目
に
付
き
に
く
い
場
所
や
時
間
帯
に
不
法
投

棄
が
行
わ
れ
る
事
案
が
増
え
て
き
て
お
り
、

特
に
最
近
は
、石
膏
ボ
ー
ド
や
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
片
等
の
建
設
廃
棄
物
や
、農
業
用
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
と
い
っ
た
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま

す「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
」で
は
、「
個
人
の
場
合
は
５
年
以
下
の
懲

役
若
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、ま
た

は
そ
の
両
方
を
、法
人
の
場
合
は
３
億
円
以

下
の
罰
金
を
科
す
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
は
、ゴ
ミ
を
投
棄
さ
れ
た
方
へ

迷
惑
を
掛
け
た
り
町
の
美
観
を
損
ね
た
り
す

る
だ
け
で
な
く
、重
大
な
環
境
汚
染
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
に

不
法
投
棄
の
多
く
は
、道
路
に
面
し
て
お

り
、フ
ェ
ン
ス
な
ど
が
な
く
、雑
草
が
高
く

伸
び
て
い
る
よ
う
な
荒
廃
地
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

ま
ち
の
図
書
室　
図
書
リ
サ
イ
ク
ル
会

受
動
喫
煙
防
止
は
マ
ナ
ー
か

ら
ル
ー
ル
へ
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■
受
付
期
間　
２
月
１７
日（
月
）か
ら
３
月

６
日（
金
）必
着

■
申
請
方
法　
郵
送

■
申
請
書
の
提
出
先

〒
２
９
７-

０
０
３
５

千
葉
県
茂
原
市
下
永
吉
２
１
０
１

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
総
務
課
工
事
管
理
室

■
有
効
期
間

６
月
１
日
か
ら
令
和
３
年
５
月
３１
日
ま

で
■
申
請
様
式

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
な
ど
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
総

務
課
工
事
管
理
室 �

☎（
２３
）０
１
０
７

国
民
健
康
保
険（
国
保
）
は
、
７４
歳
ま

で
の
人
で
、
社
会
保
険
等
に
加
入
し
て
い

な
い
人
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

社
会
保
険
を
脱
退
し
国
保
に
加
入
す
る

と
き
や
、
社
会
保
険
に
加
入
し
国
保
を
脱

退
す
る
と
き
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

国
保
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
社

会
保
険
の
資
格
喪
失
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

国
保
税
が
課
税
さ
れ
、
国
保
脱
退
の
手
続

き
が
遅
れ
る
と
、
一
時
的
に
国
保
税
と
社

会
保
険
料
を
二
重
に
納
め
て
い
る
状
態
に

な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
ま

し
ょ
う
。

　
国
保
加
入
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
資
格
喪
失
証
明
書
ま
た
は
退
職
証
明
書

・
は
ん
こ

・
年
金
手
帳（
６０
歳
未
満
の
方
は
併
せ
て

国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）

国
保
脱
退
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
社
会
保
険
被
保
険
者
証（
被
扶
養
者
分

も
併
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
は
ん
こ

【
問
合
せ
】住
民
課　
☎（
４２
）１
４
２
３

味
噌
作
り
の
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
自
分
で
作
っ
た
味
噌
の
味
は
格
別
で

す
。

■
と
き　
３
月
６
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
８
時
３０
分
か
ら
正
午

■
と
こ
ろ

東
浪
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

調
理
実
習
室　
（
東
浪
見
小
前
）

■
定
員　
１５
人

■
参
加
費　
２
，５
０
０
円（
当
日
集
金
）

お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
込
み

　
２
月
３
日（
月
）か
ら
７
日（
金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時

中
央
公
民
館
窓
口

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
先
着
順
で
は
な
い
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※
当
選
者
の
方
に
は
後
日
郵
送
に
て
通
知

し
ま
す
。

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）１
４
１
６

長
生
地
域
観
光
連
盟
が
主
催
す
る
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

今
回
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
ー
フ
ィ
ン
競

技
会
場
の
釣
ヶ
崎
海
岸
に
立
ち
寄
る
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
と
き　
２
月
２９
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
一
宮
町
役
場
（
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
地
点
）

■
参
加
費　
３
，
０
０
０
円（
当
日
徴
収
、

昼
食
代
な
ど
）、ス
ト
ッ
ク
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円（
希
望
者
の
み
）

■
定
員　
１
５
０
人（
要
予
約
・先
着
順
）

※
12
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
可
能
な

方
■
申
込
方
法　
２
月
３
日（
月
）か
ら
受
付

事
務
局
へ
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
申
込

用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

【
申
込
み
・問
合
せ
】

長
生
地
域
観
光
連
盟
事
務
局

（
長
柄
町
産
業
振
興
課
内
）☎（

３５
）４
４
４
７

Ｆ
Ａ
Ｘ（
３５
）４
７
４
３

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
を

忘
れ
ず
に

手
作
り
味
噌
を
作
り
ま
せ
ん
か
？

〜
公
民
館
教
室
募
集
〜

「
ぐ
る
っ
と
長
生
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
」

〜Road to Surfing Beach

〜

平
成
30・令
和
元・
２
年
度（
追
加
）

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付
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１２
月
１４
日
、
千
葉
県
市
川
児
童
相
談
所

の
渡
邉
直
所
長
を
講
師
と
し
て
お
招
き

し
、
子
育
て
・
親
育
て
の
た
め
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
７０
人
を
超
え
る
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
渡
邉
講
師
が

提
唱
す
る“
非
暴
力
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
”
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
会
話
例
や
、

参
加
者
同
士
に
よ
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

を
通
し
て
、楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
子
ど
も
に
対
す
る
言

葉
の
選
び
方
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」、「
少

し
ず
つ
夫
婦
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
開
催
し
た
子
ど
も
向
け
イ

ベ
ン
ト
に
も
沢
山
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

盛
況
の
中
、終
了
と
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】子
育
て
支
援
課☎（

４２
）１
４
１
５

１２
月
４
日
、
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
対
す
る
興
味
や
好
奇
心
を
喚
起
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
東
浪
見
小
学
校
・
一
宮

小
学
校
の
６
年
生
が
千
葉
工
業
大
学
先
進

工
学
部
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
に
う
か

が
い
最
先
端
の
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

体
験
を
し
ま
し
た
。

千
葉
工
業
大
学
教
授
か
ら
講
義
を
受

け
た
後
、
１８
班
に
分
か
れ
２０
体
以
上
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
見
学
・
体
験
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
初
め
て
み
る
ロ
ボ
ッ
ト

に
対
し
、
と
て
も
興
味
深
そ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。

【
問
合
せ
】教
育
課�
☎(
42)

４
５
７
４

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

会
場
で「
法
人
の
森
事
業
」に
参
加
し
ま

せ
ん
か
？

こ
の
事
業
は
、
県
有
林
に
お
い
て
、
企

業
や
団
体
な
ど
の
法
人
の
皆
さ
ん
に
資
金

や
労
力
を
提
供
い
た
だ
き
、
社
会
貢
献
活

動
と
し
て
森
林
整
備
に
参
画
し
て
い
た

だ
く
事
業
で
す
。
詳
細
は
千
葉
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/

shinrin/hojin/index.htm
l

■
募
集
期
間　
３
月
１９
日（
木
）ま
で

【
問
合
せ
】千
葉
県
北
部
林
業
事
務
所

☎
０
４
７
５（
８２
）３
１
２
１

太
平
洋
と
い
う「
海
」は
九
十
九
里
沿

岸
地
域
に
古
く
か
ら
多
く
の「
富
」を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
江
戸
時
代
は
地
曳

網
漁
が
盛
ん
に
行
わ
れ「
網
主
文
化
」が

隆
盛
し
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
こ
の
時
代
は
自
然
災
害

が
頻
発
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
地
震

の
ほ
か
海
に
面
し
た
こ
の
地
域
で
は
特
に

津
波
被
害
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
座
で
は
自
然
災
害
が
も
た
ら

し
た
被
害
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。

■
と
き

３
月
７
日(

土)

午
後
１
時
30
分
か
ら

（
午
後
３
時
頃
終
了
予
定
）　　
　

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
・
大
会
議
室　

■
講
師

古
山 

豊 

氏

（
大
網
白
里
市
文
化
財
審
議
会
会
長
）

※
入
場
無
料
、申
込
み
不
要

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎(

42)

１
４
１
６

法
人
の
森
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

大
学
生
・
小
学
生
連
携
に
よ
る
ロ

ボ
ッ
ト
体
験
を
通
し
た
学
習
研
究

子
育
て
・
親
育
て
講
演
会

「
機
中
八
策
」を
開
催
し
ま
し
た
！

▲実際にロボット体験をする児童たち

令
和
元
年
度
第
４
回
文
化
財

講
座
「
江
戸
時
代
の
九
十
九

里
地
域
の
地
震
・津
波
被
害
」
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防
災
行
政
無
線
に
よ
る
音
楽
放
送
を
、

日
没
の
早
く
な
る
１１
月
か
ら
１
月
に
か

け
て
は
、
夕
方
４
時
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
２
月
１
日
か
ら
定
時
の
夕
方
５
時
に

変
更
し
て
放
送
し
ま
す
。

ま
た
、
町
か
ら
貸
与
さ
れ
て
い
る
防
災

行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機
は
停
電
時
で
も

乾
電
池
で
動
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
乾
電
池
を
入
れ
て
い
な
い
場
合
や
、

切
れ
て
い
る
場
合
は
停
電
時
に
情
報
が
入

ら
な
い
状
況
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

万
一
に
備
え
定
期
的
に
乾
電
池
の
状
態

を
確
認
し
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
池
が
切
れ
て
い
る
場
合
、
放
送
終

了
後
に「
ピ
ー
」
と
い
う
長
い
音
、
ま
た

は
、「
ピ
ー
ピ
ー
ピ
ー
」と
い
う
繰
り
返
し

音
が
鳴
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】総
務
課�

☎（
４２
）２
１
１
２

昨
年
１０
月
最
後
の
週
末
は
、
前
夜
の
大

雨
に
よ
り
、
田
ん
ぼ
は
沼
の
よ
う
な
状
態

で
し
た
。
ぬ
か
る
み
に
足
を
取
ら
れ
な
が

ら
も
、
根
気
よ
く
鎌
で
一
株
ず
つ
刈
っ
て

い
き
ま
す
。
刈
っ
た
稲
を
束
ね
、
稲
束
を

お
だ
掛
け
す
る
と
い
う
一
連
の
作
業
を
、

土
日
の
２
日
間
、
総
勢
２２
人
で
行
い
ま
し

た
。お

だ
掛
け
に
ズ
ラ
リ
と
並
ん
だ
稲
の
束

を
見
る
と
、
台
風
や
イ
ノ
シ
シ
に
負
け
ず

に
収
穫
ま
で
辿
り
着
け
た
達
成
感
が
沸
き

上
が
り
ま
す
。

１
週
間
天
日
干
し
し
た
後
、
１１
月
２
日

に
脱
穀
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
終
わ
れ
ば

一
安
心
！
お
い
し
い
お
米
を
い
た
だ
い

て
、１
年
を
締
め
括
り
ま
し
た
。

■
行
事
予
定

２
月
１５
日（
土
）午
前
１０
時
か
ら

早
春
の
生
き
物
観
察
＆
焼
き
芋

【
問
合
せ
】�

吉
田　
☎（
４２
）６
７
８
４

�

小
池　
☎（
４２
）８
１
４
２

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。 

会
員
募
集
中
！

■
と
き　

２
月
２９
日（
土
）午
後
１
時
３０

分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

■
と
こ
ろ　
槇
の
木
学
園
体
育
館

　
　
　
　
　
（
睦
沢
町
上
市
場
６
９
３
）

■
主
催　
社
会
福
祉
法
人
九
十
九
会

■
講
師　
寮
り
ょ
う 

美み

ち

こ
千
子 

氏

■
演
題　
「
生
ま
れ
つ
き
悪
い
子
な
ん
か

い
な
い
」
〜
奈
良
少
年
刑
務

所
で
の
絵
本
と
詩
の
教
室
〜

※
入
場
無
料
。予
約
不
要
。保
育
あ
り
。

　【
問
合
せ
】生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
く
も

☎（
４４
）０
９
９
９

第
46
回九

十
九
会
教
育
講
演
会

夕
方
の
音
楽
放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
す

これは有料広告です

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

米
作
り
で
一
番
の
大
仕
事

「
稲
刈
り
！
」
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所得税の確定申告・住民税の申告はお早めに！

受付期間
時　　間

2 月 17日（月）〜 3月 16日（月）　※土日、祝日を除く
午前 9時から午前 11時 30分　　午後 1時 30分から午後 4時

受付会場 保健センター３階会議室

必要なもの

□マイナンバーカードまたは個人番号を確認できる書類（マイナンバーカード以外の書
類を持参した場合は本人確認書類が必要です。詳しくは次ページをご覧ください。）
□はんこ
□金融機関口座番号のわかるもの（申告者本人分）
□令和元年中の収入がわかるもの
※農業・営業・不動産などの所得がある人は収支内訳書、収入と経費が分かる帳簿等
□令和元年中に支払った各種控除額を証明する書類
・国民年金保険料、国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料等の領収証等
・生命保険料、地震保険料の控除証明書
・障害者控除を受ける人は、障害者手帳、障害者控除対象者認定証（※１）
※１　障害者手帳の交付を受けていない場合でも、65歳以上で身体の障がいまたは認
知症の状態が一定の基準に該当すると町が認定した方は、「障害者控除対象者認定書」
を交付します。認定書の発行については、福祉健康課介護保険係（☎（42）1431）に
お問合わせください。

・医療費控除を受ける人は、医療費控除の明細書（医療保険者から交付を受けた医療費
通知を添付すると明細の記入を省略できます。）

・寄付金控除を受ける人は、領収書又は受領書

今年も確定申告の時期となりました。申告は正しい課税のための大切な手続きです。忘れずに申告
しましょう。

※譲渡所得（不動産・株等）、雑損控除などの、高度な判断を要する確定申告は、茂原税務署で申告し
てください。

※申告の開始直後や期間終了間際は大変混雑しますので時間に余裕を持って来庁してください。

●医療費控除について（平成 29 年分確定申告から手続きが変わりました）
領収書の提出のかわりに「医療費控除の明細書」を提出することになりました。申告時には、「医療

費控除の明細書」を記入して来てください。なお、経過措置として令和元年分までは従来どおり領収
書の添付によることもできます。
※明細書を提出した方は、領収書を5年間自宅で保存し、税務署から求められたときは提示、提出す
る必要があります。
※医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。
○医療費控除は、年間所得が 200万円以上の方については医療費が 10万円を超えた場合、200万
円未満の方については年間所得の５％を超えた場合が対象です。
○おむつ代の医療費控除は、医師が発行した「おむつ使用証明書」が必要です。ただし２年目以降
の方で要介護・要支援認定を受けていて寝たきり、尿失禁などの要件が介護認定資料で確認でき
る方は、町で発行する証明書を「おむつ使用証明書」にかえることができます。
○医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）
スイッチＯＴＣ薬（医療用と同じ成分を含む市販薬）を購入した場合は、１万２千円を差し引い
た額（８万８千円が限度）を医療費控除することができます。検診や予防接種、人間ドックなど
健康増進の一定の取組を行っていることが前提で、結果通知の写しや領収書の添付が必要です。
従来の医療費控除と併用はできません。
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●マイナンバーの記載が必要です。
マイナンバー制度が導入され、税務署に提出いただく申告書などにも「個人番号 ( マイナンバー )
の記載」と「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要です。

●こんな人は申告が必要です。
令和2年1月1日現在一宮町に住所がある人で、次にあてはまる人は申告が必要です。
□営業・不動産・農業などの所得があった人
□給与所得者で次にあてはまる人
　　　・給与収入が2千万円を超えている人
　　　・勤務先で年末調整していない人、2か所以上の勤務先から給与をもらっている人
　　　・給与所得や退職所得以外の所得の合計が20万円を超える人

（※給与や退職所得以外の所得が20万円以下の人は、所得税の確定申告は不要ですが、住
民税の申告は必要です。）

□公的年金を受給している人で、次にあてはまる人
　　　・公的年金収入が400万円を超える人
　　　・公的年金以外の所得がある人

（※年金収入が400万円以下で年金以外の所得が20万円以下の人は所得税の確定申告は
不要ですが、住民税の申告は必要です。）

□医療費控除や雑損控除・寄付金控除など各種控除を受けようとする人

●収入がない方も住民税の申告を必ずしましょう。
扶養されていない未収入の方、遺族年金・障害年金のみを受給されている方は必ず申告してくださ
い。
国民健康保険や後期高齢者医療保険制度等に加入している方は保険税（料）が軽減になる場合があ
ります。

●消費税の申告は茂原税務署でお願いします。
消費税の相談、申告は茂原税務署でお願いします。

本人確認書類（①または②のいずれかをご持参ください。）
① マイナンバーカード（個人番号カード）
② 番号確認書類　＋　身元確認書類
※番号確認書類…通知カード、住民票（マイナンバーの記載があるもの）など
※身元確認書類…運転免許証、公的医療保険の被保険者証、パスポートなど
※作成した申告書を郵送などにて提出する場合は①または②の写しを添付してください。

〜インターネットで確定申告ができます〜
国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」では、画面の案内にしたがって金額等を入力
することにより、確定申告書などを作成できます。印刷して税務署へ郵送等で提出することもで
きます。
また、電子申告（e-Tax）用のデータを作成することができ、作成したデータを自宅から送信す
ることもできます。
電子申告ではマイナンバーカードを使って提出する「マイナンバーカード方式」と ID・パスワー
ドを使って提出する「ID・パスワード方式」があります。事前にマイナンバーカードの取得や IC
カードリーダライタの購入をしていただくか、お近くの税務署で ID・パスワードの発行を受けて
ください。
詳しいことは e-Tax ホームページでご確認して頂くか税務署にお問合せください。
  e-Tax ホームページ　https://www.e-tax.nta.go.jp
【問合せ】茂原税務署　☎（22）2166
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今回は「介護保険で使えるサービス〜訪問看護〜」についてのお話です。
訪問看護とは、看護師が自宅に訪問して、その方の病気や障がいに応じた看護を行うサービスです。
病状の観察や病院と同じような医療処置、自宅で最期を迎えたいという希望に沿った看護も行っていま
す。

Q１．どんなことをしてくれるの？
Ａ．健康状態や病状の観察
療養生活の相談やアドバイス
薬の相談・指導
リハビリテーション
医師の指示による点滴・注射・カテーテル管理などの医療処置や床ずれの処置
医療機器の管理
緊急時の対応
ターミナルケア（終末期医療）　などです。

Q２．どんな人が訪問看護を受けられるの？
Ａ．病気や障がいのある方で、訪問看護が必要な方が利用できます。
Q３．どんな人が来てくれるの？
Ａ．看護の専門職（保健師、看護師、准看護師、助産師）が伺います。リハビリテーションの専門職（理学
療法士、作業療法士、言語聴覚士）が伺うこともあります。

　【問合せ】地域包括支援センター　☎（４０）１０５５

そ　う　だ　ん　ご　と
人 権 行 政 相 談

◆と　き　２月６日（木）
　　　　　午後１時 30分から

午後４時
◆ところ　保健センター３階
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要

【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

弁護士による法律相談
◆と　き　２月 18日（火）

午後１時 30分から
午後３時 30分

◆ところ　保健センター３階
◆対　象　町内在住または在勤の方

※要予約　１人 20分
【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

町 長 室 開 放 日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・
意見など「生の声」を直接町長
がお聴きします。
◆と　き　２月 13日（木）
　　　　　午後１時30分から午後 5時
※要予約　１人 30分

【問合せ】
　秘書広報課　☎ （42）2175

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
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すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

病気や障がいがあったり、医療機器や医療器具を使用していたり・・・といった方の生活を、医師の指示

書に基づいてサポートするのが訪問看護です。身近な医療の専門家として、身体的にも精神的にもとても

頼りになる存在です。自宅でもっと安心して生活したい！と思ったらまず、ケアマネージャーに相談して

みてください。
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お　　知　　ら　　せ
公立いちのみや保育所からのお知らせ

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子の皆
さんを対象に保育所を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に一
緒に参加しませんか？お気軽にお申込みください。お待ちしております。
保護者と共に子どもの成長を喜び合い、子育てをサポートします。

映画会・誕生会に
親子でいらっしゃいませんか？
映画会
◆と　き　２月 19日（水）
　　　　　午前 10時から
◆内　容
　　　　　『鬼の子とゆきうさぎ』他
誕生会
◆と　き　２月 27日（木）
　　　　　午前 10時から
※要予約（月〜金曜日）

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子の皆さんを対
象に絵本の貸出をいたします。
子ども達は絵本が大好きです。絵
本は子どもの成長には欠かせないも
のです。小さい頃に見た絵本は一生
の宝物。

【２月のテーマ】
『どうぶつがいっぱい』
　いぬ、ねこ、ぞう、らいおんなど
のいろいろな動物のお話を集めまし
た。かわいい、思わずほっこりする
お気に入りの動物の絵本を見つけて
みてはいかがでしょうか。

◆と　き　午前９時から午後４時
（月〜金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

庭を開放しています
保育所の広いお庭で遊びませんか？
すべり台・ぶらんこ・ボールや砂場
遊び玩具などがたくさんありますよ。
◆と　き　午前９時から午後３時
　　　　　（月〜金曜日）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所親子教室

「ひよこ組」

　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。

◆と　き　２月４日（火）15組
『保育所のおともだちと
あそぼう』

　　　　　２月 18日（火）15組
『楽器であそぼう』

　　　　　午前10時から午前11時
　　　　　（午前９時 45分〜受付）

※要予約（月〜金曜日）
※駐車場 10台可能
※お申込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
在宅の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。お弁当も食べら
れますので、ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。
開館時間
月～金曜日　午前９時から午後３時　予約は要りませんが登録をお願いします。
（ランチタイム正午から午後１時　食事前に絵本の読み聞かせがあります。）

今月のイベント（要予約）※予約は１ヶ月前から受け付けます。
○　英語で遊ぼう（対象　１歳から）			   ２月 14日（金）午前 10時 30分から
○　みゆき先生のリトミック（対象　１歳半から）	 ２月 21日（金）午前 10時 30分から

【予約・問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（42）7424

子育て支援室「しおかぜ」
　東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催していま
す。絵本やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント
○　ベビマクラブ　２月 12日（水）午前 10時 30分から　参加費 300円（初回のみオイル代 500円）
　　手から伝わる愛情アタッチメントで赤ちゃんとのコミュニケーションを育みましょう。※初回のみ要予約
○　たまひよ部（毎月１回開催）　２月 27日（木）午前 10時 30分から
　　【テーマ】「ベビーと防災　赤ちゃんを守ろう！情報会」　参加費 300円（お茶お菓子付き）

【イベントに関する問合せ】マミーウェイたまひよ部☎ 050（3577）1335　*tamahiyo@mommyway.net
【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　　☎（36）7726

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　２月 14日（金）
　　　　　午前 10時から正午
※要予約（月〜金曜日）
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ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うと共にボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉法人一宮町社会福祉協議会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）3439 一宮町ボランティアセンターキャラクター
『一宮ボッくん』

 
 
 
 

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター No.65

私たち、みずほ会は、一宮町社会福祉協議会でおこなっている配食サービス事業（高齢者宅へのお弁当配達）のお
弁当作りを行っているボランティアグループです。
平成１０年８月から一宮町中央公民館の調理室にて活動を始めました。
結成当初からのメンバーの入れ替えはあるものの、現在９人で活動を行っています。
お弁当作りをするにあたっては、それぞれが長年の主婦の経験を活かし、季節感もありながら、食欲の湧くような
お弁当作りを目指しています。
特に、配食サービスを利用されている皆さんは、高齢者の独り暮らしや高齢者世帯なので、年齢とともに食事も簡

素になりがちかもしれません。
そこで、他の人が作る食事をとることで日頃、自分では買わないような食材が使われている料理を食べることが食
事の楽しみにつながったり、自分では作らないようなメニューを口にすることでタンパク質やカルシウムなど不足し
がちな栄養素を補ってもらえるのではないかと思います。
健康の為には、食事と運動は欠かせないものです。
食欲を増進させて健全な食生活を守り、丈夫な体を作ることが、健康長寿につながると思います。
配食サービスを利用される皆さんの健康づくりの一端を食事づくりからお手伝い出来るように、今後もこの活動を
頑張っていきたいと思います。
調理をすることが好きな方、ぜひ一緒に活動してみませんか！

一宮町社会福祉協議会では、日常生活上の相談に応じ、適切な助言や援助を行う窓口として、心配ごと相談所を開設してい
ます。秘密は守られますのでお気軽にご相談ください。

と　　　き		  毎月第４木曜日　午前９時から正午まで
と　こ　ろ		  一宮町社会福祉協議会
対　　　象		  町内在住の方

【 問 合 せ 】		  社会福祉協議会　☎（42）３４２４（予約不要）

心 配 ご と 相 談

◇ みずほ会 ◇
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１月のレシピ
一宮町食生活改善会

保健センターだより
正しい手洗いで感染症予防

今年も寒い季節がやってきました。風邪やインフルエンザなどの感染症が流行する季節です。感
染症の流行を防ぐには、原因となるウイルスや病原体を身体に入れないことが重要です。感染症予
防の基本となる正しい手洗いをしっかりして、この冬を元気に過ごしましょう。

野菜たっぷり
塩こうじスープ
〈材料〉 　〈４人分〉

ミニトマト� 8個
マッシュルーム� 4個
にんにく� １かけら
　　キャベツ� 2/3個
　　玉ねぎ� １個
　　人参� 1/4本
　　じゃが芋� 2個
　　ベーコン� 40ｇ
　　ひよこ豆� 40ｇ
オリーブ油� 大さじ１
水� 700㏄
酒� 40㏄
塩こうじ� 大さじ１

〈作り方〉１人分エネルギー　146kcal　塩分0.7ｇ
①ミニトマトは半分に切り、マッシュルームは石づきを除き半分に
切る。にんにくはみじん切りにする。Ⓐの野菜は1㎝角に切る。
②鍋にオリーブ油とにんにくを入れてから火にかける。香が立った
ら、キャベツ以外の野菜とベーコンを加え炒める。
③全体に油が回ったら、水と酒を加え沸騰したらアクを取り除き、
塩こうじを加えさらに15分位コトコトと煮込む。野菜が柔らか
くなったらキャベツとひよこ豆を加えさらに3分位煮込み出来上
がり。
器に盛り付けてから黒コショウをふる。

具の旨味を楽しめるスープ
です。
スープの素を使わず、下味
の塩コショウもしないで調
理してみてくださいね！
お好みの柔らかさになるま
でコトコトやさしく煮込ん
であたたかいうちにどうぞ。

Ⓐ

☆正しい手洗いの方法
きれいに洗えているように見える手にも、意
外と洗い忘れている個所が多く、正しい手洗い
をして洗い残しのないようにすることが大切で
す。
1回に15秒以上かけて、流水・石けんで手を
洗いましょう。指や爪の間、手首まで洗います。
外から帰った時や、食事前の手洗いを行い、
感染症を予防しましょう。

■色の部分：洗い残しの頻度が高い部分
■色の部分：洗い残しの頻度がやや高い部分 ▲厚生労働省ホームページから抜粋

頻度が高い

手背 手掌

頻度がやや高い
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１月のレシピ
一宮町食生活改善会

保健センターだより保健センター
２月　 の行事

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
詳しくはお問合せください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内 　 容  ・ 対　  象 場 　所

親 子 ふ れ あ い 教 室 ５日（水）

9：30〜 10：30
あそびの教室
1歳児（きょうだいの参加も可）
と保護者

保　
健　
セ　
ン　
タ　
ー

10：45〜 11：45
あそびの教室
0歳児（きょうだいの参加も可）
と保護者

育 児 相 談（ 予 約 制 ）

13 日（木）

9：00〜 11：00 子育てに関するさまざまな相談

男 性 の 料 理 教 室 受付 9：20〜 9：30 町内在住の男性の希望者
※お問合せください

食 生 活 改 善 会
地区伝達料理講習会 20 日（木） 受付 9：20〜 9：30 町内在住の希望者

※お問合せください

２ 歳 児 歯 科 健 診

21 日（金）

受付 13：00〜 13：15 平成 29年 10月～ 11月生まれ

１ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診 受付 13：15〜 14：00 平成 30年 5月～ 7月生まれ

乳 児 相 談 26 日（水）

受付 13：00〜 13：10 4ヶ月児

受付 13：30〜 14：00
7ヶ月児・12ヶ月児
※ 7ヶ月のお子さんと保護者に
は、あわせて『ブックスタート』
があります

あ そ び の 広 場

　３日（月）・　４日（火）・　６日（木）
　７日（金）・１０日（月）・１２日（水）
１４日（金）・１７日（月）・１８日（火）
１９日（水）・２５日（火）・２７日（木）
２８日（金）

  9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者

※絵本の読み聞かせ
19日（水）11：00〜 11：30　ボランティア「赤とんぼの会」
28日（金）10：30〜 11：30　ボランティア「ゆりかご」

　

け ん こ う 運 動 教 室

４日（火）

受付 13：10～ 13：20

65歳以上の希望者�（リズム体操） 保　
健　
セ　
ン　
タ　
ー

17日（月） 65歳以上の希望者�（作品づくり）

28日（金） 65歳以上の希望者�（元気アップ体操）

東浪見けんこう運動教室

5 日（水）

受付 9：45～ 10：00

65歳以上の希望者�（筋力アップ体操）
東
浪
見

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

18日（火） 65歳以上の希望者�（リズム体操）
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ゴミ収集コース
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）

： 休日当番医（9：00～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119にお問い合わせ
するか、茂原医師会のホームページ（www.mcishikai.com）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

休

●
１コース ２コース ３コース

いちのみや
広報カレンダー 2020

いちのみや 22
※カレンダーは２月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
節分祭 親子教室「ひよこ組」 人権行政相談

休津谷クリニック
☎（32）5645

9 10 11 12 13 14 15
町長室開放日

子育て相談室「コアラ組」

休よねもと整形外科
☎（40）1065

休　 長 島 医 院
☎（42）8800

16 17 18 19 20 21 22
法律相談
親子教室「ひよこ組」

休いちのみやクリニック
☎（42）1616

23 24 25 26 27 28 29
心配ごと相談 ぐ る っ と 長 生

フェスタ 2020

休 K・Iクリニック
☎（42）7575

休 長生診療所
☎（32）3303

町の図書室休

町の図書室休

町の図書室休

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

３ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
資源・乾電池

ゴ　ミ

３ コ ー ス
資源・乾電池

ゴ　ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
資源・乾電池

ゴ　ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

（中央消防署のうら）
・診療科目 内科・小児科・受付時間 19：45～ 22：45
茂原市八千代 1-5-4（消防署裏）☎（24）1010

夜間急病診療テレフォン案内  （19：00～翌朝６：00）
３月２日（月）

プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000
直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00～翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず へ「１１９」

期日までに納めましょう。

夜間急病診療所

（第４期）
（第８期）
（第８期）
（第８期）

国 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

確定申告
2月17日（月）〜 3月16日（月）

忘れずに申告しましょう!!

22広報 令和２年１月号広報 令和２年１月号


